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【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　送信装置からコンテンツパケットと、正常に受信しなかったコンテンツパケットを回復
するための回復用データとを受信する受信手段と、
　前記回復用データを用いて回復可能なコンテンツパケットのパケット数に関するパラメ
ータを前記送信装置から取得する取得手段と、
　前記正常に受信しなかったコンテンツパケットのうち、前記回復用データを正常に受信
したとしても当該回復用データと正常に受信したコンテンツパケットとで回復できないコ
ンテンツパケットを、前記正常に受信しなかったコンテンツパケットのパケット数と、前
記取得手段により取得されたパラメータとを用いて、前記回復用データを受信する前に特
定する特定手段とを有することを特徴とする受信装置。
【請求項２】
　前記特定手段により特定されたコンテンツパケットの再送要求を前記回復用データを受
信する前に前記送信装置へ送信する送信手段を有することを特徴とする請求項１に記載の
受信装置。
【請求項３】
　前記送信手段は、前記特定手段により特定された第１のコンテンツパケットと第２のコ
ンテンツパケットとのうち、より再生順序が早い前記第１のコンテンツパケットの再送要
求を前記回復用データの受信前に前記送信装置へ送信することを特徴とする請求項２に記
載の受信装置。
【請求項４】
　前記特定手段により特定されたコンテンツパケットに対応するコンテンツデータの代替
データを、正常に受信した他のコンテンツパケットに対応するコンテンツデータの補間処
理により生成する生成処理を、前記回復用データの受信前に開始する処理手段を有するこ
とを特徴とする請求項１に記載の受信装置。
【請求項５】
　前記受信手段は、
　前記コンテンツパケットのうち送信順序が連続する所定パケット数のコンテンツパケッ
トをグループとした場合に当該グループ内のコンテンツパケットが正常に受信されなかっ
た場合に、当該グループ内の正常に受信されなかったコンテンツパケットを回復できるよ
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うに生成された第１の種別の回復用データを受信すると共に、
　前記コンテンツパケットのうち送信順序が前記所定パケット数だけ離れている複数のコ
ンテンツパケットをグループとした場合に当該グループ内のコンテンツパケットが正常に
受信されなかった場合に、当該グループ内の正常に受信されなかったコンテンツパケット
を回復できるように生成された第２の種別の回復用データを受信し、
　前記特定手段は、前記正常に受信されなかったコンテンツパケットのうち、前記正常に
受信したコンテンツパケットと前記第１及び第２の種別の回復用データとで回復できない
コンテンツパケットを、前記正常に受信されなかったコンテンツパケットを回復するため
の前記第１及び第２の種別の回復用データのうち、後に送信される前記第２の種別の回復
用データの受信前に特定することを特徴とする請求項１乃至４のうちいずれか１項に記載
の受信装置。
【請求項６】
　前記送信順序が連続する前記所定パケット数の第１の複数コンテンツパケットのシーケ
ンスナンバーを横に並べると共に、前記第１の複数コンテンツパケットとは前記送信順序
が前記回復用データによって隔てられた前記所定パケット数の第２の複数コンテンツパケ
ットのシーケンスナンバーを、前記第１の複数コンテンツパケットのシーケンスナンバー
の下に横に並べることでシーケンスナンバーの行列を形成した場合において、前記特定手
段は、前記正常に受信しなかったコンテンツパケットのシーケンスナンバーが前記行列に
おいて多角形を形成すると判定したタイミングに基づいて、前記回復できないコンテンツ
データを特定することを特徴とする請求項５に記載の受信装置。
【請求項７】
　前記受信手段は、
　前記コンテンツパケットのうち送信順序が第１の所定パケット数だけ離れている複数の
コンテンツパケットをグループとした場合に当該グループ内のコンテンツパケットが正常
に受信されなかった場合に、当該グループ内の正常に受信されなかったコンテンツパケッ
トを回復できるように生成された第１の種別の回復用データを受信すると共に、
　前記コンテンツパケットのうち送信順序が第２の所定パケット数だけ離れている複数の
コンテンツパケットをグループとした場合に当該グループ内のコンテンツパケットが正常
に受信されなかった場合に、当該グループ内の正常に受信されなかったコンテンツパケッ
トを回復できるように生成された第２の種別の回復用データを受信し、
　前記特定手段は、前記正常に受信されなかったコンテンツパケットのうち、前記正常に
受信したコンテンツパケットと前記第１及び第２の種別の回復用データとで回復できない
コンテンツパケットを、前記正常に受信されなかったコンテンツパケットを回復するため
の前記第１及び第２の種別の回復用データのうち、後に送信される前記第２の種別の回復
用データの受信前に特定することを特徴とする請求項１乃至４のうちいずれか１項に記載
の受信装置。
【請求項８】
　前記特定手段は、
　前記送信順序が前記所定パケット数、連続する第１のパケットグループのうち、送信順
序が１番目と３番目のコンテンツパケットを正常に受信せず、前記第１のパケットグルー
プのコンテンツパケットを回復するための第１の回復用データを正常に受信し、
　前記第１のパケットグループよりも後に送信され、前記送信順序が前記所定パケット数
、連続する第２のパケットグループのうち、送信順序が３番目と４番目のコンテンツパケ
ットを正常に受信せず、前記第２のパケットグループのコンテンツパケットを回復するた
めの第２の回復用データを正常に受信し、
　前記第２のパケットグループよりも後に送信され、前記送信順序が前記所定パケット数
、連続する第３のパケットグループのうち、送信順序が１番目と４番目のコンテンツパケ
ットを正常に受信しなかった場合、
　前記第３のパケットグループの４番目のコンテンツパケットを正常に受信しなかったこ
とに応じて、前記正常に受信しなったコンテンツパケットの少なくとも１つを前記回復で
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きないコンテンツパケットとして特定することを特徴とする請求項５に記載の受信装置。
【請求項９】
　受信装置が行う処理方法であって
　送信装置からコンテンツパケットと、正常に受信しなかったコンテンツパケットを回復
するための回復用データとを受信する受信工程と、
　前記回復用データを用いて回復可能なコンテンツパケットのパケット数に関するパラメ
ータを前記送信装置から取得する取得工程と、
　前記正常に受信しなかったコンテンツパケットのうち、前記回復用データを正常に受信
したとしても当該回復用データと正常に受信したコンテンツパケットとで回復できないコ
ンテンツパケットを、前記正常に受信しなかったコンテンツパケットのパケット数と、前
記取得工程により取得されたパラメータとを用いて、前記回復用データを受信する前に特
定する特定工程とを有することを特徴とする処理方法。
【請求項１０】
　コンピュータを、請求項１乃至８のうち、何れか１項に記載の受信装置として動作させ
るためのプログラム。
【請求項１１】
　送信装置と受信装置を含むシステムであって、
　前記送信装置は、
　コンテンツパケットと、正常に受信しなかったコンテンツパケットを回復するための回
復用データとを前記受信装置へ送信する送信手段と、
　前記回復用データを用いて回復可能なコンテンツパケットのパケット数に関するパラメ
ータを前記受信装置へ通知する通知手段とを有し、
　前記受信装置は、
　前記送信装置によって送信された前記コンテンツパケットと回復用データとを受信する
受信手段と、
　前記正常に受信しなかったコンテンツパケットのうち、前記回復用データを正常に受信
したとしても当該回復用データと正常に受信したコンテンツパケットとで回復できないコ
ンテンツパケットを、前記正常に受信しなかったコンテンツパケットのパケット数と、前
記通知手段により通知されたパラメータとを用いて、前記回復用データを受信する前に特
定する特定手段とを有することを特徴とするシステム。
【請求項１２】
　前記特定手段により特定されたコンテンツパケットの再送要求を前記回復用データを受
信する前に前記送信装置へ送信する送信手段を有することを特徴とする請求項１１に記載
のシステム。
【請求項１３】
　前記受信装置の前記送信手段は、前記特定手段により特定された第１のコンテンツパケ
ットと第２のコンテンツパケットとのうち、より再生順序が早い前記第１のコンテンツパ
ケットの再送要求を前記回復用データの受信前に前記送信装置へ送信することを特徴とす
る請求項１２に記載のシステム。
【請求項１４】
　前記受信手段は、
　前記コンテンツパケットのうち送信順序が連続する所定パケット数のコンテンツパケッ
トをグループとした場合に当該グループ内のコンテンツパケットが正常に受信されなかっ
た場合に、当該グループ内の正常に受信されなかったコンテンツパケットを回復できるよ
うに生成された第１の種別の回復用データを受信すると共に、
　前記コンテンツパケットのうち送信順序が前記所定パケット数だけ離れている複数のコ
ンテンツパケットをグループとした場合に当該グループ内のコンテンツパケットが正常に
受信されなかった場合に、当該グループ内の正常に受信されなかったコンテンツパケット
を回復できるように生成された第２の種別の回復用データを受信し、
　前記特定手段は、前記正常に受信されなかったコンテンツパケットのうち、前記正常に
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受信したコンテンツパケットと前記第１及び第２の種別の回復用データとで回復できない
コンテンツパケットを、前記正常に受信されなかったコンテンツパケットを回復するため
の前記第１及び第２の種別の回復用データのうち、後に送信される前記第２の種別の回復
用データの受信前に特定することを特徴とする請求項１１乃至１３のうちいずれか１項に
記載のシステム。
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